
•家具などの扉が、地震などの揺れで解放するのを防止するつまみ式のラッチです。
重量物による過大な衝撃が加わると、扉が開いてしまう場合があります。重量物の収納は避けてください。
長期間の使用などにより、扉が反ったり、垂れ下がったりすると正常に作動しなくなることがあります。
その場合、扉の建付けの調整や、本品受座の取付位置を調整したり、本製品の受座の位置を調整するなどしてください。

セーフラッチ G25型, GB25型 取付説明書

扉の加工つまみの取付位置を ① ～ ⑫ のいずれかに決めて、穴を開ける。（適用扉厚＝18～25mm）

1 つまみの取付け

3 受座の取付け
図は右吊元を示します。左吊元の場合、左右が対象になります。

2 ラッチ本体の取付け
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4 受座の前後調整
扉を閉じたときにがたついたり、扉が閉まりにくい場合、受座の前後位置を
調整してください。
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SL-G25型：取付穴寸法詳細

SL-GB25型：取付穴寸法詳細
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⑦、⑧、⑪、⑫の場合

本体寸法

③、④の場合

図は③を示します。

図は⑦を示します。

図は⑨を示します。 図は①を示します。
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本製品について

取付手順

禁止警告
注意 厳守

図記号の意味

取付位置
(受座の取付位置については、取付手順3、4参照)
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セーフラッチ B211型, B251型 取付説明書

1 プッシュボタン台座の取付け

3 受座の取付け
図は右吊元を示します。左吊元)の場合、
左右が対象になります。

4 受座の前後調整
扉を閉じたときに、がたついたり、
扉が閉まりにくい場合、受座の前後
位置を調整してください。

5 ハンドルを付ける場合
取付位置を以下のように設定してください。

2 ラッチ本体の取付け

扉加工図
プッシュボタンの取付位置をA, B, C, いずれかに決めて、穴を開ける。
（適用扉厚　B211型:18～21mm、B251型:22～25mm）
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※扉厚が以下の場合、スペーサーが必要。
B211型：18～19mm、B251型：22～23mm
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本体・受座の取付位置

•家具などの扉が、地震などの揺れで解放するのを防止するつまみ式のラッチです。
重量物による過大な衝撃が加わると、扉が開いてしまう場合があります。重量物の収納は避けてください。
長期間の使用などにより、扉が反ったり、垂れ下がったりすると正常に作動しなくなることがあります。
その場合、扉の建付けの調整や、本品受座の取付位置を調整したり、本製品の受座の位置を調整するなどしてください。

※（ ）内寸法は、スペーサーを使った場合の
寸法です。

扉とボックスの間にパッキンを入れる場
合は、図示寸法からパッキン厚を引いて
ください。
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※ISO9001: 物流WESTを除く、国内拠点　※ISO14001: 千葉工場および物流センター (SBC)
ISO 9001(JSAQ384)・ISO 14001(JSAE597) 審査登録
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